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【国際特許分類】
   Ｂ４１Ｍ   5/26     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/26     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｂ４１Ｍ   5/26    　　　Ｙ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５１６　
   Ｇ１１Ｂ   7/26    ５３１　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成20年2月12日(2008.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基体、記録層を含み、そして場合により１以上の反射層を含む光学記録媒体であって、
該記録層が、式

【化１】

［式中、
　Ｇ１およびＧ２は、それぞれ互いに独立に、Ｃ（Ｒ５）またはＮであり；
　Ｍ１は、ランタニドまたは第４族～第１０族の遷移金属であり；

【化２】
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は、フタロシアニノジラジカルであり；
　Ｑ１およびＱ２は、それぞれ互いに独立に、ＯまたはＳであり；
　Ｒ１およびＲ２は、それぞれ互いに独立に、Ｃ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ３～Ｃ１２シク
ロアルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルケニル（それぞれ
は、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ６基で置換されてい
る）であり、またはＣ６～Ｃ１０アリール、Ｃ１～Ｃ９ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２ア
ラルキルもしくはＣ２～Ｃ１２ヘテロアラルキル（それぞれは、非置換であるか、１以上
の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ７基で置換されている）であり；
　Ｒ３およびＲ４は、それぞれ互いに独立に、水素、ヒドロキシ、Ｓ－Ｒ８、Ｏ－Ｒ８、
Ｏ－ＣＯ－Ｒ８、ＯＣＯＯＲ８、ＮＨ２、ＮＨ－Ｒ８、ＮＲ８Ｒ９、ＮＨＣＯＲ８、ＮＲ

８ＣＯＲ１０、ＮＨＣＯＯＲ８、ＮＲ８ＣＯＯＲ１０、ウレイド、ＮＲ８－ＣＯ－ＮＨＲ

１０、またはＣ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケ
ニルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルケニル（それぞれは、非置換であるか、１以上の、
適用できる場合は同じか異なる、Ｒ６基で置換されている）であり、またはＣ６～Ｃ１０

アリール、Ｃ１～Ｃ９ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラルキルもしくはＣ２～Ｃ１２ヘ
テロアラルキル（それぞれは、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異な
る、Ｒ７基で置換されている）であり；
　各Ｒ５は、任意のその他のＲ５と独立に、水素、またはＣ１～Ｃ１２アルキル、Ｃ３～
Ｃ１２シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ１２アルケニルもしくはＣ３～Ｃ１２シクロアルケニル
（それぞれは、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ６基で置
換されている）であり、またはＣ６～Ｃ１０アリール、Ｃ１～Ｃ９ヘテロアリール、Ｃ７

～Ｃ１２アラルキルもしくはＣ２～Ｃ１２ヘテロアラルキル（それぞれは、非置換である
か、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ７基で置換されている）であり；
　Ｒ１およびＲ２、Ｒ２およびＲ３、Ｒ３およびＲ４またはＲ１およびＲ４は、結合構成
要素で結合でき、またはＲ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４の２つは、それぞれ、結合構成要素
によって２つのその他のＲ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４の１つに結合して対を形成すること
ができ、それぞれの結合構成要素は、直接結合であり、またはＯ、ＳもしくはＮ（Ｒ８）
ブリッジであり；または
　Ｒ１は、Ｇ１のＲ５と一緒になって、および／またはＲ３は、Ｇ２のＲ５と一緒になっ
て、飽和、モノ－もしくはポリ－不飽和もしくは芳香族５－または６－員環を形成し、該
環は、場合により、１、２または３つの同じか異なるヘテロ原子の－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ
＝または－Ｎ（Ｒ８）－を含んでもよく、該環は、非置換であるか、１以上の、適用でき
る場合は同じか異なる、Ｒ７基で置換されており；および／または
　Ｒ２は、Ｇ１のＲ５と一緒になって、および／またはＲ４は、Ｇ２のＲ５と一緒になっ
て、飽和もしくはモノ－もしくはポリ－不飽和５－または６－員環を形成し、該環は、場
合により、１、２または３つの同じか異なるヘテロ原子の－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ＝または
－Ｎ（Ｒ８）－を含んでもよく、該環は、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は
同じか異なる、Ｒ６基で置換されており；
　Ｒ６は、ハロゲン、ヒドロキシ、Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－ＣＯ－Ｒ１１、オキソ、Ｓ－Ｒ１１

、チオキソ、ＮＨ２、ＮＨ－Ｒ１１、ＮＲ１１Ｒ１２、ＮＨ３
＋、ＮＨ２Ｒ１１

＋、ＮＨ
Ｒ１１Ｒ１２

＋、ＮＲ１１Ｒ１２Ｒ１３
＋、ＮＲ１１－ＣＯ－Ｒ１３、ＮＲ１１ＣＯＯＲ

１３、シアノ、ホルミル、ＣＯＯ－Ｒ１１、カルボキシ、カルバモイル、ＣＯＮＨ－Ｒ１

１、ＣＯＮＲ１１Ｒ１２、ウレイド、ＮＨ－ＣＯ－ＮＨＲ１３、ＮＲ１１－ＣＯ－ＮＨＲ

１３、ホスファト、Ｐ（＝Ｏ）Ｒ１１Ｒ１３、ＰＯＲ１１ＯＲ１３、ＯＰＲ１１Ｒ１３、
ＯＰＲ１１ＯＲ１３、Ｐ（＝Ｏ）Ｒ１１ＯＲ１３、Ｐ（＝Ｏ）ＯＲ１１ＯＲ１３、ＯＰ（
＝Ｏ）Ｒ１１ＯＲ１３、ＯＰ（＝Ｏ）ＯＲ１１ＯＲ１３、ＯＰＯ３Ｒ１１、ＳＯ２Ｒ１１

、スルファト、スルホ、Ｒ１４、Ｎ＝Ｎ－Ｒ１４、またはＣ１～Ｃ８アルコキシもしくは
Ｃ３～Ｃ８シクロアルコキシ（それぞれは、非置換であるか、ハロゲンによりモノ－もし
くはポリ－置換されている）であり；
　Ｒ７は、どれか他のＲ７とは独立に、Ｒ１５、ハロゲン、ニトロ、シアノ、チオシアノ
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、ヒドロキシ、Ｓ－Ｒ８、Ｏ－Ｒ８、Ｏ－ＣＯ－Ｒ８、ＯＣＯＯＲ８、ＮＨ２、ＮＨ－Ｒ

８、ＮＲ８Ｒ９、ＮＨＣＯＲ８、ＮＲ８ＣＯＲ１０、ＮＨＣＯＯＲ８、ＮＲ８ＣＯＯＲ１

０、ウレイド、ＮＲ８－ＣＯ－ＮＨＲ１０、ＮＨ３
＋、ＮＨ２Ｒ８

＋、ＮＨＲ８Ｒ９
＋、

ＮＲ８Ｒ９Ｒ１０
＋、Ｎ＝Ｎ－Ｒ１５、Ｎ＝ＣＲ８Ｒ９、Ｎ＝ＣＲ１６Ｒ１７、Ｃ（Ｒ１

８）＝ＮＲ８、Ｃ（Ｒ１８）＝ＮＲ１６、Ｃ（Ｒ１８）＝ＣＲ１６Ｒ１７、ＣＨＯ、ＣＨ
ＯＲ８ＯＲ１０、ＣＯＲ９、ＣＲ９ＯＲ８ＯＲ１０、ＣＯＮＨ２、ＣＯＮＨＲ８、ＣＯＮ
Ｒ８Ｒ９、ＳＯ２Ｒ８、ＳＯ３Ｒ８、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＲ８、ＳＯ２ＮＲ８Ｒ９

、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ８、Ｂ（ＯＨ）２、Ｂ（ＯＨ）（ＯＲ８）、Ｂ（ＯＲ８）ＯＲ１０

、ホスファト、Ｐ（＝Ｏ）Ｒ８Ｒ１０、ＰＯＲ８ＯＲ１０、Ｐ（＝Ｏ）Ｒ８ＯＲ１０、Ｐ
（＝Ｏ）ＯＲ８ＯＲ１０、ＯＰＲ８Ｒ１０、ＯＰＲ８ＯＲ１０、ＯＰ（＝Ｏ）Ｒ８ＯＲ１

０、ＯＰ（＝Ｏ）ＯＲ８ＯＲ１０、ＯＰＯ３Ｒ８、スルファト、スルホ、またはＣ１～Ｃ

５アルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ５アルキルチオ、Ｃ３～Ｃ６シクロア
ルキルチオ、Ｃ１～Ｃ５アルコキシもしくはＣ３～Ｃ６シクロアルコキシ（それぞれは、
非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ６基で置換されている）
であり；
　Ｒ８、Ｒ９およびＲ１０は、それぞれ互いに独立に、Ｒ１５、Ｒ１９－［Ｏ－Ｃ１～Ｃ

４アルキレン］ｍ、Ｒ１９－［ＮＨ－Ｃ１～Ｃ４アルキレン］ｍ、またはＣ１～Ｃ８アル
キル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルもしくはＣ３～Ｃ８シクロアル
ケニル（それぞれは、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、ハロ
ゲン、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ５アルコキシもしくはＣ３～Ｃ６シクロアルコキシ基で置換
されている）であり；または
　共有窒素と一緒のＲ８およびＲ９は、ピロリジン、ピペリジン、ピペラジンまたはモル
ホリンであり（それぞれは、非置換であるか、またはＣ１～Ｃ４アルキルで、１～４置換
されている）；または
　Ｒ８およびＲ１０は、同時に、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキレン、
Ｃ２～Ｃ８アルケニレンまたはＣ３～Ｃ８シクロアルケニレンであり（それぞれは、非置
換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、ハロゲン、ヒドロキシ、Ｃ１～
Ｃ５アルコキシもしくはＣ３～Ｃ６シクロアルコキシ基で置換されている）；
　Ｒ１１、Ｒ１２およびＲ１３は、それぞれ互いに独立に、Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ３～
Ｃ８シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルケニル、Ｒ１９－［
Ｏ－Ｃ１～Ｃ４アルキレン］ｍ、Ｒ１９－［ＮＨ－Ｃ１～Ｃ４アルキレン］ｍ、Ｃ６～Ｃ

１０アリール、Ｃ４～Ｃ９ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１０アラルキルまたはＣ５～Ｃ９ヘ
テロアラルキルであり；または
　共有窒素と一緒のＲ１１およびＲ１２は、ピロリジン、ピペリジン、ピペラジンまたは
モルホリンであり（それぞれは、非置換であるか、またはＣ１～Ｃ４アルキルで、１～４
置換されている）；
　Ｒ１４は、Ｃ６～Ｃ１２アリール、Ｃ４～Ｃ１２ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ１２アラル
キルまたはＣ５～Ｃ１２ヘテロアラルキルであり（それぞれは、非置換であるか、１以上
の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ７基で置換されている）；
　Ｒ１５は、フェニル、Ｃ４～Ｃ５ヘテロアリール、Ｃ７～Ｃ８アラルキルまたはＣ５～
Ｃ７ヘテロアラルキルであり（それぞれは、非置換であるか、１以上の、適用できる場合
は同じか異なる、Ｒ２０基で置換されている）；
　Ｒ１６およびＲ１７は、それぞれ互いに独立に、ＮＲ１１Ｒ１２、ＣＮ、ＣＯＮＨ２、
ＣＯＮＨＲ８、ＣＯＮＲ８Ｒ９またはＣＯＯＲ９であり；
　Ｒ１８は、Ｒ１５、水素、シアノ、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルコキシ、Ｃ３～Ｃ１

２シクロアルコキシ、Ｃ１～Ｃ１２アルキルチオ、Ｃ３～Ｃ１２シクロアルキルチオ、ア
ミノ、ＮＨＲ１３、ＮＲ１１Ｒ１２、ハロゲン、ニトロ、ホルミル、ＣＯＯ－Ｒ１１、カ
ルボキシ、カルバモイル、ＣＯＮＨ－Ｒ１１、ＣＯＮＲ１１Ｒ１２、またはＣ１～Ｃ８ア
ルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ２～Ｃ８アルケニルもしくはＣ３～Ｃ８シクロア
ルケニル（それぞれは、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、ハ
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ロゲン、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ５アルコキシまたはＣ３～Ｃ６シクロアルコキシ基で置換
されている）であり；または
　Ｒ８およびＲ１８は、同時に、Ｃ２～Ｃ８アルキレン、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキレン、
Ｃ２～Ｃ８アルケニレンまたはＣ３～Ｃ８シクロアルケニレンであり（それぞれは、非置
換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、ハロゲン、ヒドロキシ、Ｃ１～
Ｃ５アルコキシまたはＣ３～Ｃ６シクロアルコキシ基で置換されている）；
　Ｒ１９は、水素、Ｃ１～Ｃ４アルキルまたはＣ１～Ｃ３アルキルカルボニルであり；
　Ｒ２０は、ニトロ、ＳＯ２ＮＨＲ１１、ＳＯ２ＮＲ１１Ｒ１２、またはＣ１～Ｃ８アル
キル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ８アルキルチオ、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル
チオ、Ｃ１～Ｃ８アルコキシもしくはＣ３～Ｃ８シクロアルコキシ（それぞれは、非置換
であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、ハロゲン、ヒドロキシ、Ｃ１～Ｃ

５アルコキシまたはＣ３～Ｃ６シクロアルコキシ基で置換されている）であり；および
　ｍは、１～４の数である］の化合物またはその互変異性体もしくは共鳴異性体を含む、
光学記録媒体。
【請求項２】
　Ｇ１およびＧ２が、それぞれ互いに独立に、Ｃ（Ｒ５）であり；
　Ｍ１が、ランタニドまたは第４族～第７族の遷移金属であり；
【化３】

が、式
【化４】

（式中、Ａ１～Ａ８およびＺ１～Ｚ８は、全て互いに独立に、ＮまたはＣＲ２４であり、
各Ｒ２４は、その他のＲ２４と独立に、ＨまたはＲ７であり；または２つの隣接Ｒ２４は
、同時に、１，４－ブタ－１，３－ジエニレン、

【化５】

（それぞれは、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ７基で置
換されていて、１または２個の炭素は、窒素で置換されていてもよい）である）のフタロ
シアニノジラジカルであり；および
　Ｑ１およびＱ２が、Ｏであり；
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　Ｒ３およびＲ４が、それぞれ互いに独立に、水素、ヒドロキシ、Ｓ－Ｒ８、Ｏ－Ｒ８、
ＮＨ２、ＮＨ－Ｒ８、ＮＲ８Ｒ９；Ｃ１～Ｃ８アルキル、Ｃ３～Ｃ８シクロアルキル、Ｃ

２～Ｃ８アルケニルもしくはＣ３～Ｃ８シクロアルケニル（それぞれは、非置換であるか
、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ６基で置換されている）であり；または
Ｃ６～Ｃ１０アリールもしくはＣ１～Ｃ９ヘテロアリール（それぞれは、非置換であるか
、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ７基で置換されている）であり；
　Ｒ５が、水素であり、またはＲ１もしくはＲ２と一緒になって５または６－員環を形成
し；
　Ｒ６が、ハロゲン、ヒドロキシ、Ｏ－Ｒ１１、Ｏ－ＣＯ－Ｒ１１、オキソ、ＮＨ２、Ｎ
Ｈ－Ｒ１１、ＮＲ１１Ｒ１２、または非置換もしくはハロゲンでモノ－またはポリ－置換
されているＣ１～Ｃ４アルコキシであり；および
　Ｒ７が、ハロゲン、ニトロ、シアノ、チオシアノ、Ｓ－Ｒ８、Ｏ－Ｒ８、ＮＨ２、ＮＨ
－Ｒ８、ＮＲ８Ｒ９、ＮＨＣＯＲ８、Ｎ＝ＣＲ８Ｒ９、Ｎ＝ＣＲ１６Ｒ１７、ＣＨＯ、Ｃ
ＨＯＲ８ＯＲ１０、ＣＯＲ９、ＣＯＮＲ８Ｒ９、ＳＯ２Ｒ８、ＣＯＯＲ８、またはＣ１～
Ｃ５アルキルもしくはＣ１～Ｃ５アルコキシ（それぞれは、非置換であるか、１以上の、
適用できる場合は同じか異なる、Ｒ６基で置換されている）である、請求項１記載の光学
記録媒体。
【請求項３】
　Ｇ１およびＧ２が、それぞれ互いに独立に、Ｃ（Ｒ５）であり；
　Ｍ１が、Ｔｉ、ＺｒまたはＨｆであり；
【化６】

が、式
【化７】

（式中、
　Ｒ２５～Ｒ４０は、全て互いに独立に、Ｈ、ハロゲン、Ｏ－Ｒ８、Ｓ－Ｒ８、Ｏ－ＣＯ
－Ｒ８、ＮＨ－Ｒ８、ＮＲ８Ｒ９、ＣＨ２ＯＲ１１、ＣＨ２ＮＲ１１Ｒ１２、Ｃ（Ｒ１８

）＝ＣＲ１６Ｒ１７、ＣＨＯ、ＣＨＯＲ８ＯＲ１０、Ｃ（Ｒ１８）＝ＮＲ８、ＣＯＲ９、
ＣＲ９ＯＲ８ＯＲ１０、ＣＮ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ８、ＣＯＮＨ２、ＣＯＮＨＲ８、ＣＯ
ＮＲ８Ｒ９、ＳＯ２Ｒ８、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＲ８、ＳＯ２ＮＲ８Ｒ９、ＳＯ３Ｒ

８、ＳｉＲ８Ｒ９Ｒ１０、ＰＯＲ８ＯＲ１０、Ｐ（＝Ｏ）Ｒ８Ｒ１０、Ｐ（＝Ｏ）Ｒ８Ｏ
Ｒ１０、Ｐ（＝Ｏ）ＯＲ８ＯＲ１０、Ｐ（＝Ｏ）（ＮＨ２）２、Ｐ（＝Ｏ）（ＮＨＲ８）
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２、Ｐ（＝Ｏ）（ＮＲ８Ｒ９）２、ＯＰＲ８Ｒ１０、ＯＰＲ８ＯＲ１０、ＯＰ（＝Ｏ）Ｒ

８ＯＲ１０、ＯＰ（＝Ｏ）ＯＲ８ＯＲ１０またはＯＰＯ３Ｒ８である）のフタロシアニノ
ジラジカルであり；およびまた、
　Ｑ１およびＱ２が、Ｏであり；
　Ｒ１およびＲ２が、それぞれ互いに独立に、Ｃ１～Ｃ５アルキルまたはＣ２～Ｃ５アル
ケニルであり（それぞれは、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる
、Ｒ６基で置換されている）；またはフェニルもしくはＣ２～Ｃ５ヘテロアリール（それ
ぞれは、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ７基で置換され
ている）であり；
　Ｒ３およびＲ４が、それぞれ互いに独立に、水素、ヒドロキシ、Ｓ－Ｒ８、Ｏ－Ｒ８、
ＮＨ２、ＮＨ－Ｒ８、ＮＲ８Ｒ９、またはＣ１～Ｃ５アルキルもしくはＣ２～Ｃ５アルケ
ニル（それぞれは、非置換であるか、１以上の、適用できる場合は同じか異なる、Ｒ６基
で置換されている）であり、または非置換フェニルもしくは１以上の、適用できる場合は
同じか異なる、Ｒ７基で置換されているフェニルであり；
　Ｒ５が、水素であり、またはＲ１もしくはＲ２と一緒になって５または６－員環を形成
し；
　Ｒ６が、ハロゲン、ヒドロキシ、Ｏ－Ｒ１１、オキソ、ＮＨ２、ＮＨ－Ｒ１１またはＮ
Ｒ１１Ｒ１２であり；および
　Ｒ７が、ハロゲン、ニトロ、シアノ、Ｏ－Ｒ８、ＮＨ－Ｒ８、ＮＲ８Ｒ９、ＣＨＯ、Ｃ
ＨＯＲ８ＯＲ１０、ＣＯＲ９、ＣＯＮＲ８Ｒ９、ＳＯ２Ｒ８、ＣＯＯＲ８、またはＣ１～
Ｃ５アルキルもしくはＣ１～Ｃ５アルコキシ（それぞれは、非置換であるか、１以上の、
適用できる場合は同じか異なる、Ｒ６基で置換されている）である、請求項１または２記
載の光学記録媒体。
【請求項４】
　式（Ｉ）の化合物を含むことに加えて、無金属発色団を含む、請求項１～３のいずれか
１項記載の光学記録媒体。
【請求項５】
　請求項１記載の式（Ｉ）の化合物の溶液が、回転塗布により溝付基体に適用される、請
求項１～４のいずれか１項記載の光学記録媒体の製造方法。
【請求項６】
　請求項１～４のいずれか１項記載の光学記録媒体上のデータが、３５０～５００nmの波
長で記録されまたは再生される、該データを記録または再生する方法。
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